
　わたくしたち病院の主たる役割は何か、と問われたら「地域

医療の実践」と答えるでしょう。それでは、この「地域」とは

何でしょう。改めて問われると答えに窮します。ある書物では

「政治・経済・文化・地形などで共通の特徴をもつ、ひとまと

まりの土地」と定義されており、「コミュニティ」あるいは

「生活の場」とも言えるかもしれません。霊峰白山を源泉とす

る手取川がつくる肥沃な扇状地の上に営まれる共通の文化、習慣を有する17万住民の生活の場

が、わたくしたちの対象とする「地域」と言えます。

　さらに、実践されるべき「地域医療」とはどのようなものでしょう。実はこの言葉の歴史は

比較的浅く、30年ほど前から使われはじめ、時代の変遷とともに定義づけられたものです。そ

の内容は「地域住民の健康維持・増進を目的として、医療機関が主導し、地域の行政機関・住

民・企業などが連携して取り組む総合的な医療活動であり、疾病の治療・予防、退院後の療

養・介護・育児支援など幅広い分野に及ぶ」とされています。まさしくわたくしたち病院に課

せられた活動そのものと言えます。

　あらためて周囲の「地域」を見渡し、さらに白山に登頂したつもりになって、広大な手取川

扇状地を鳥瞰して病院の役割を考えてみたいと思います。
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ぬくもりとおもいやりの医療ぬくもりとおもいやりの医療ぬくもりとおもいやりの医療ぬくもりとおもいやりの医療

　去る３月４日、松任文化会館にて市民公開講座「乳がんと
糖尿病～いま知っておきたいこと～」を開催しました。乳が
んの自己検診体験やがんと糖尿病に関する相談コーナー、パ
ネル展示やはくさんタニタ健康倶楽部コーナーなどの健康相
談と講演会を行いました。
　講演会では、白山市健康福祉部健康増進課の保健師２名が、
白山市の糖尿病重症化予防、がん検診の取り組みについて、
当院の石井 要外科医長が乳がんの診断や治療について、そ
れぞれ講演しました。
　また特別講演として、数年前に乳がんを患い患部摘出手術
を受けた実体験をもとに、発見から治療に至るまでの経緯、
早期発見の大切さなどについて、タレントの麻木 久仁子さ
んに語っていただきました。当日は、約1,000人の方が来場
し、大盛況のうちに幕を閉じました。

「乳がんの診断・
　　　　治療について」
講演：石井 要 外科医長

「乳がんを乗り越えて」
講演：麻木久仁子さん

「地域」について
安心して暮らせる“ まちづくり ”をめざし、診療部を中心に病

院全体で安心・安全・思いやりの医療に努め、更なる連携強化

を図り、地域包括ケアシステムの構築を目指していきます。

市 民 公 開 講 座
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